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論文内容の要旨
光合成細菌 Rhodospiri11um rubrum の細胞内色素頼粒であるクロマトフォアは， パクテリ
オクロロフイ Jレが吸収する光のエネノレギ{を用いて ADP と Pi から ATP を合成することがで
きる。この ATP を合成する系は，光リン酸化系と呼ばれる。一方，クロマトフォアば，乙の光
リン酸化系の一部を用いて ATP を ADP と Pi へ分解する ATPase 反応を行なう乙とができ
る。クロマトフォアをよく洗糠しでも ATPase 活性は影響を受けず， 音波処理すると活性は低
下する，等のことから，この ATPase反応を行う系は，クロマトフォア粒子の構造と密接に結び
ついていると考えられる。乙の ATPase 反応の time course を ATP から遊離される ADP
や Pi を定量することによって測定した。
ATPase 反応の time course は， パターンの上で 2 つの部分に分けられる。 ATPase 反応
の速度が定常状態になるまでの時間の部分 (initial period) と， 定常状態になってからの部分
(steady-state period) である。 乙の 2 つの部分の速度は減衰振動をする。 Initial period から
steady-state period へ移るに要する時間や減衰振動の周期や振巾の大きさは， 反応液の pH や
Mg+2 イオン濃度や反応温度によって変化する。 ADP 存在下の time course において， ATPase 
反応の速度が低下するとともに， よりはっきりした振動現象がみられる。 乙の振動現象は，
ATPase 反応とその直後に起る逆反応の ATP合成反応が組合わさった cycle が連続していく乙
とによって引起きれる現象であることが明らかになった。 乙のような ATPase 反応の time
course の解析から， ATPase 反応は，いくつかの step を経て周期的な可逆変化をともないな
がら進行する反応であると考えられる。
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論文の審査結果の要旨
堀内君の光合成細菌による光リン酸化反応機構の研究ば二篇に分れ，前篇ではクロマトフォア
による ATP (光)合成， ATP 加水分解および ATP-Pi 交換反応が反応液の酸化還元電位によ
ってどのように影響されるかを検討して， 標準酸化還元電位が 0-- 十 O.lV の物質がエネルギ一
保存系と電子伝達系を共役させるのに重要な役割をはたしている可能性を示し，ついにそれが，
ユピキノンー10であることを参考論文で証明した。
後篇ではクロマトフォアによる ATP 加水分解反応の時間的経過を検討し，それが初期反応と
それにひきつずいてお乙る定常反応からなる乙とを推定させる事実を知り，クロマトフォアから
ユピキノンー10を除去したり，健全な未処理クロマトフォアに酸化剤として 2 ， 4- ジクロロフェ
ノーノレインドフェノーノレを添加して電子伝達系の酸化還元レベソレを酸化型へ片寄らせたりする
と，定常反応が消失するのに，初期反応はほとんど影響をうけない乙とを示した。これらの実験
結果からクロマトフォアによる ATP 加水分解反応は初期反応と定常反応から成ることを明らか
lとし Tこ。
以上要するに，堀内君の論文は参考論文の成績とあわせ考え，光合成の主反応の一つである光
リン酸化反応機構に重要な新知見を加えたもので酸素化学の進歩に寄与すると乙ろが大であるか
ら，理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
